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The purpose of this research was to examine the cognitive framework of the creative processes of expres-
sion play （hyogen-asobi）. The subjects of this study were 100 students of expression classes held at a child-
care worker training course. In the process of creating works of expression play， ﬁve factors were selected 
consisting of degree of completion， creativity， strain， resistance， and enjoyment. 
The research revealed that in the creative processes of expression play， students felt both positive and neg-
ative factors. The students became aware of the importance of cooperation in regards to their own body ex-
pressions and the value of expression play for children.
1．はじめに
今回の学校教育法の改訂に伴い，幼稚園の教育の目標について，第 3 章 第 23 条　「5．音楽，身体に
よる表現，造形等に親しむことを通じて，豊かな感性と表現力の芽生えを養うこと」と，旧学校教育法







































































15 回の授業の内容は Table 1 に示した．前半は幼児の表現の
媒体となるものを紹介し，演習形式で授業を行い，表現遊びの






























平成 20 年度前期大学 2 年生に開講されている「保育内容　表現Ⅰ」の受講生のうち，筆者が担当して























いては「6．とてもよくあてはまる～ 1．まったくあてはまらない」の 6 件法にて調査をした．
（2）　集計の方法





め，天井効果が見られた項目を除く 20 項目について主因子法・Promax 回転による因子分析を行った．



























れ以外の項目については信頼できる尺度と考えられる．それぞれの下位尺度間の相関を Table 3 に示し
た．
（3）　表現者・保育者としての意識














Table 2.  表現遊びの作品作成過程の学びの要因についての因子分析結果
項　目　内　容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
H18 動きをしっかり覚えること .99 － .20 － .04 .02 － .04
H19 リズムに合わせることができること .82 － .08 .15 .05 － .11
H25 できていない人には，教えてあげたくなる .54 .08 － .01 － .15 .17
H17 音楽を見つけるセンス .45 .22 － .09 .26 .03
H10 動きでうまく表現すること .38 .14 .03 － .04 － .03
H23 自分の思うことをどんどん伝えること .35 .15 － .08 .01 .15
H2 作りたい作品の構成を考えること .01 .76 .07 － .07 － .05
H7 音楽をききながら動きを思いついていくこと .08 .60 － .01 － .04 － .08
H1 ストーリーを考えること － .02 .60 － .04 .07 .07
H22 意見をまとめること .00 .55 － .21 .20 － .05
H6 動きのイメージと音楽の結びつきを感じること .30 .47 .02 － .16 － .03
H3 動きにするために，関連する言葉や事柄をイメージすること － .19 .40 .13 .10 － .17
H8 音楽の歌詞を取り入れた動きにすること .04 .35 .13 .12 .20
H27 自分に負担がかかりすぎていたのでいやだ － .08 － .11 .96 .00 － .01
H28 時間が限られているのに，うまく時間を使えない人がいるのはいやだ .07 .00 .49 .01 .10
H5 ダンスの専門的技術 .24 .19 .38 .14 － .08
H29 発表することは緊張するので，できたらしたくない － .07 .09 .12 .79 .16
H34 身体で表現することは難しい .07 .05 － .03 .55 － .12
H37 身体で表現すことが自分にとって苦手なのは，今まで楽しいと感じ
たことがあまりないからだ
－ .01 － .23 － .01 .22 .59
H39 身体で表現する楽しさは「動く」からである .01 .14 .09 － .32 .57
因子相関行列 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ － .60 － .01 － .05 .18
Ⅱ － .05 － .02 .26
Ⅲ － .36 .07
Ⅳ － .14
Ⅴ －
Table 3.  表現遊びの作品作成過程の学びの要因についての下位項目の相関
完成度 創造性 負担感 抵抗感 楽しさ 平均 SD α
完成度 － .54 ＊＊ .11 .08 .10 28.90 4.15 .78
創造性 － .11 .07 .01 29.95 3.37 .63
負担感 － .33 ＊＊ .10 9.92 2.64 .62
抵抗感 － .13 7.16 2.10 .60




Table 4.  天井効果で削除した項目




16 笑顔など顔の表情 100 2 6 5.67 0.77 4.90 6.44 
26 協力しようとしてくれる人がいるとうれしい 100 4 6 5.67 0.59 5.08 6.26 




100 3 6 5.58 0.67 4.91 6.25 
35 身体で表現することは友達や仲間がいることで楽し
くなる
100 2 6 5.55 0.73 4.82 6.28 
40 身体で表現する楽しさは仲間と一緒に「動く」からで
ある
100 1 6 5.55 0.81 4.74 6.36 
31 自分で考えたことを作品に仕上げる過程は困難だ
が，将来に役だつと思う
100 2 6 5.54 0.80 4.74 6.34 
15 動きをはっきり分かりやすく表現すること 100 2 6 5.51 0.80 4.71 6.31 
21 自分で表現するだけでなく，周りの人と一緒に表現
すること
100 3 6 5.5 0.69 4.81 6.19 
20 表現したものになりきること 100 3 6 5.47 0.80 4.67 6.27 




100 1 6 5.43 0.95 4.48 6.38 
38 身体で表現すると「楽しい」という気持ちが生まれる 100 3 6 5.39 0.79 4.60 6.18 
4 動きをつくりだしていくこと 100 3 6 5.38 0.80 4.58 6.18 
11 グループの人の意見を生かすこと 100 2 6 5.38 0.86 4.52 6.24 
14 人前で恥ずかしがらないこと 100 2 6 5.34 0.91 4.43 6.25 
9 表現したいイメージを動きにすること 100 1 6 5.33 0.92 4.41 6.25 
24 自分の意見を言いながらも，人の意見と折り合いを
つけること
100 2 6 5.3 0.87 4.43 6.17 
12 グループをまとめること 100 1 6 5.14 0.95 4.19 6.09 








第 1 要因「完成度」は，第 2 要因「創造性」の要因とのに相関が見られたが，作品を完成させるために考え，
動きで表現することを積み重ねていく努力を示す「正の循環構造」が推測された．
それに対して，第 3 要因の「負担感」と第 4 要因の「抵抗感」の要因は，作品作りに対する負の感覚であ
る．目に見える形にならないとき，グループの中での役割のバランス感覚が崩れ，負担と感じるように
なる．また発表に対する緊張や，なれない身体の動きを考え出す難しさなど，できたらしたくないと感
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